










































































































































































































































































































































































































































を末寺に割り付ける内容であり、 の二点に連判した末寺道場・坊主衆には大きな差異は見られない。唯一 連判し 坊主の中で教順と慶順という坊主が一方には見られ、もう 方には見られな いう違いが見られる状況である。
【史料十】 【史料十一】
には末寺道場の地名がほと
んど付さ ておらず、 手がかりが少ない （慶順にはあさい 付してあ ） 。　
他の「末寺連判状」 「末寺帳」を見ると「教順」と「慶順」の名は同
































に見えない末寺道場・坊主衆（さかさき 了 わ た・暁願、大はま・西忍、あかづ・万了、あさゐ 了正）が
【史料七】
には見えることであ
る。このうち、道場があった 考えられる地名 一致しているものとしては、坂崎、わした、あかづ が挙げられ、これらは連判 た坊主の名前は異なっているものの（代替わりと考えられる） 同じ末寺道場が署名している とが推測できる。
　
以上を考えてみると、天正十九年と慶長二年での差異は、おしかも・






















































































主衆が複数存在する。そのほとんどが高取専修坊や細川重正など、他の連判状・末寺帳にも多く名が られる末 道場・坊主衆であった。また、すべての割付関係史料に登場する末 道場・坊主衆は
【史料二】
による





































が記されている。 「御番之事、御ちやうめんの通、 はん七日ツヽ御院家さまへまいり、御とう明・御そうち等仕可申候、 」とあり、末寺道場を合計三班に分けた上で、各班が七日ずつ「御院家」すなわち上宮寺に参り、掃除や灯明の諸役を勤める いうものである。こ
【史料五】
は
他の「末寺連判状」と比較して末寺道場 坊主衆 署名 数が多い。他の「末寺連判状」にも複数回見られ 末 道場・坊主衆だけでなく、あまり多くは見られない末寺道場・坊主衆の署名もあり、各班に割り振られている。　
一班・二班・三班の内約を見ると、人数や末寺道場の構成に偏りが生





が許されているということは、 ・坊主衆もそれを理解した上で班構成が行われた であろう。三班を構成する末寺道場・坊主衆に注目すると、先にも述べたよう 他の「末寺連判状」に多く見られるものがほとんどである。さらに前節 検討した割付関係の観点 らみると、三班 属する末寺道場・坊 は教如下向 際の割付関係史料【史料二・九】
に複数回見られるものがほとんどであった。このことから、
教如下向の費用割付に大きく貢献した末寺道場は「御番之事」で 負担が減る傾向がうかがえる。費用割付の負担が大き 末寺道場 は御番負担を らすことで末寺道場間の不平等を是正しようとし の はないだろうか。　
あるいは、有力な末寺道場が自らの負担を軽くしようと図った可能性

























































































願寺分裂の前後で上宮寺の末寺道場組織に大きな変化が見られなかっことから、三河国内において上宮 と末寺道場が本末関係 維持している様子をうかがうことが きた。さらに 同一の目的で作成された「末寺連判状」 「末寺帳」の連続的な比較検討を行った。 「 寺帳」の比較では末 道場の変遷を追い、割付関係史料と御番規定関係史料では 寺道場の財政状況と本末関係について考察した。弱体化 伴い厳しい状況にあった末寺道場の実態と本末関係を維持しようと努める上宮寺の様子をうかがうことができた。　
しかし、 いずれの項目もまだまだ検討が不十分な部分が存在している。














天正十六（一五八八）年二月十五日、徳川家康から三河本願寺勢力に対して、材木を京都まで運ぶための人足役の賦課命令が出された。三河七か寺・八か寺は 多重次に免除を願い出、本願寺に仲介を依頼するなど たが、本多重次には願いを却下され、本願寺には仲介を断られた。その結果、八か寺は平地御坊に集合して この問題について話し合い、人足役提出 拒否す こと 決め 本多重次に申し入れた。その後、石川家成が再度人足役提出を要請しており、三河本願寺勢力と石川家成との間で交渉が行われたようであるが 不調に終わり、八か寺は人足役提出拒否 正式 決定し、各寺院を退去した。
　　　　
八か寺の退去の動きは本願寺に伝えられ、本願寺の仲介により、
























安藤弥「天正年間 再 過程─平地御坊体制をめぐって─」 （ 『安城市史研究』第六号、二〇〇五年） 。
（
7）　
安藤弥「 「三河一向一揆」は家康にとって何であった か」 （平野明夫編『家康研究の最前線
　
ここまでわかった「東照神君」の実像 洋
泉社歴史新書、二〇一六年） 、同「教如教団の地域的基盤─三河を事例として」 （同朋大学仏教文化研究所編『 如と東西本願寺』法藏館、二〇一三年） 。
（
8）　




















城市、二〇〇七 これら 安藤 、水野氏、谷口氏、村岡氏が携わっている。
（
13）　






織田顕信「三河三か寺門徒団の基礎的研究─勝鬘寺末寺を中心として」 （ 『同朋大学論叢』第二四・二五合併号、一九七一年。後に同『真宗教団史の基礎的研究』 〈法藏館、二〇〇八年〉所収） 。織田氏は、三河三か寺に数えられる勝鬘寺の蓮如・実如期、証如期 顕如期、教如期とそれ以降とそ ぞれの時期における門徒団の形成過程とその発展について検討を加えた。
（
15）　
青木馨「中世末期における三河上宮寺の本末関係」 （ 『近世仏教』第四巻第四号、一九八〇年。後に同『本願 教団展開の基礎的研究
　
























浄土真宗本願寺派寺院（岡崎市美合町） 。蓮如建立の一家衆土呂本宗寺の寺跡をつぐが 血縁 近世初頭 四代良乗で断絶し、末寺光顔寺が留守居となる。一八一六 文化一三）年本宗寺と復称。一九六八（昭和四三）年火災で焼失。 以上、 『新編岡崎市史
6』中世編解
上宮寺門徒団史料の基礎的考察
五五
題を参照） 。
（
23）　『新編岡崎市史
6』では本文中の「御門跡」に「 （教如） 」の傍注が付
いているが、教如は慶長十九年（一六一四）に没しており、誤りである。教如の後を継いだ宣如が正しい。
（
24）　
前掲注 （
15） 青木論文は、 如光弟子帳と天正十九年末寺帳の比較を行っ
ており、末寺道場 数や範囲について検討している。また、天正十九年末寺帳は如光弟子帳と比べて、寺号を有するものが増加し俗名は全く見られな ことや孫末寺（孫末道場）の消滅に言及している。
（
25）　『新編安城市史
1』第十一章七節（安藤氏執筆分） 。
（
26）　『新編安城市史
1』第十一章七節（安藤氏執筆分）では御番規定を「末
寺掌握のための精力的な制度整備」としており 上宮寺をはじめ、三河三か寺が末寺掌握を強く推し進める一環として位置づけている。
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五六
【
表
1
】
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
・
末
寺
帳
一
覧
史
料
名
年
月
日
内
容
史
料
番
号
【
史
料
一
】
『
如
光
弟
子
帳
』
文
明
16（
1484）
年
11月
1
日
上
宮
寺
作
成
。
前
書
き
な
し
。
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
の
把
握
が
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。
登
場
す
る
末
寺
道
場
・
門
徒
衆
の
数
は
最
多
。
俗
名
で
記
さ
れ
て
い
る
門
徒
が
多
く
、
孫
末
寺
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
他
の
連
判
状
・
末
寺
帳
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。
A
　
194
【
史
料
二
】
『
天
正
十
五
年
上
宮
寺
割
付
帳
』
天
正
15（
1587）
年
9
月
1
日
上
宮
寺
作
成
。
教
如
下
向
に
つ
き
、
費
用
の
割
付
を
書
き
留
め
た
も
の
。
表
紙
に
「
末
寺
」
の
文
字
と
上
宮
寺
尊
祐
の
印
が
確
認
で
き
る
。
各
末
寺
道
場
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
割
付
が
な
さ
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
　
195
【
史
料
三
】
『
天
正
十
七
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
天
正
17（
1589）
年
9
月
28日
上
宮
寺
作
成
。
灯
明
銭
の
事
に
つ
い
て
美
多
銭
を
本
銭
に
準
ず
る
貨
幣
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
、
進
上
の
日
限
を
七
月
二
十
日
に
定
め
、
期
限
を
過
ぎ
た
際
の
規
定
も
記
す
。
ま
た
、
先
代
に
倣
っ
て
永
楽
銭
で
の
進
上
も
認
め
て
い
る
。
A
　
104
【
史
料
四
】
『
天
正
十
九
年
上
宮
寺
末
寺
帳
』
天
正
19年
1
月
上
宮
寺
作
成
。
上
宮
寺
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
の
把
握
が
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。
C
　
137
【
史
料
五
】
『
天
正
十
九
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
写
』
天
正
19（
1591）
年
1
月
20日
上
宮
寺
作
成
。
礼
金
・
礼
銭
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
。
御
番
の
事
に
つ
い
て
も
同
時
に
確
認
し
て
い
る
。
A
　
179
【
史
料
六
】
『
慶
長
二
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
慶
長
2
（
1597）
年
8
月
24日
上
宮
寺
作
成
。
三
河
三
ヶ
寺
が
教
如
方
へ
の
出
仕
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
今
後
、
准
如
方
へ
つ
い
た
本
宗
寺
へ
は
参
詣
し
な
い
こ
と
を
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
へ
誓
約
さ
せ
る
内
容
。
A
　
114
【
史
料
七
】
『
慶
長
二
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
写
』
同
上
上
宮
寺
作
成
。
右
の
慶
長
二
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
の
写
で
あ
り
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
連
判
し
て
い
る
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
の
数
に
違
い
が
あ
る
。
A
　
178
【
史
料
八
】
『
慶
長
九
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
慶
長
9
（
1604）
年
7
月
24日
上
宮
寺
末
寺
道
場
方
作
成
。
称
名
と
念
仏
に
関
す
る
上
宮
寺
か
ら
の
質
問
へ
の
返
答
と
考
え
ら
れ
る
。
各
々
の
坊
主
に
聴
聞
し
た
と
こ
ろ
、
御
文
に
は
称
名
は
御
名
を
唱
え
る
こ
と
、
御
名
を
唱
え
る
こ
と
と
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
称
名
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
称
名
と
念
仏
は
同
一
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
各
々
聴
聞
」
さ
れ
、
称
名
と
念
仏
の
解
釈
を
確
認
し
た
末
寺
道
場
が
連
判
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
連
判
し
た
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
の
数
は
最
も
少
な
い
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
は
他
の
末
寺
連
判
状
に
も
多
く
登
場
し
て
お
り
、
上
宮
寺
末
寺
道
場
内
で
も
主
要
な
末
寺
道
場
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
末
寺
連
判
状
で
は
唯
一
の
上
奏
型
文
書
。
A
　
187
【
史
料
九
】
『
慶
長
十
一
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
慶
長
11（
1606）
年
2
月
11日
上
宮
寺
作
成
。
教
如
下
向
に
つ
き
、
費
用
割
付
分
を
無
沙
汰
な
く
進
上
さ
せ
る
こ
と
を
誓
約
さ
せ
る
。
A
　
118
上宮寺門徒団史料の基礎的考察
五七
【
史
料
十
】
『
元
和
二
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
元
和
2
（
1616）
年
11月
10日
上
宮
寺
作
成
。
宣
如
下
向
に
つ
き
、
岡
崎
佐
々
木
で
の
ま
か
な
い
の
割
付
を
無
沙
汰
な
く
進
上
す
る
こ
と
を
誓
約
さ
せ
る
。
A
　
119
【
史
料
十
一
】
『
元
和
二
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
』
同
上
上
宮
寺
作
成
。
宣
如
下
向
に
際
し
た
費
用
割
付
に
つ
い
て
、
は
り
さ
き
七
蔵
・
こ
も
う
茂
左
衛
門
・
ま
ち
や
孫
左
衛
門
と
い
う
商
人
と
思
わ
れ
る
三
名
と
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
で
「
御
わ
ひ
事
」
を
半
分
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
は
り
さ
き
（
針
崎
）
は
三
河
三
ヶ
寺
の
内
の
一
つ
、
勝
鬘
寺
が
所
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
こ
も
う
（
小
望
）
は
上
宮
寺
が
所
在
す
る
佐
々
木
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
。
A
　
120
【
史
料
十
二
】
『
上
宮
寺
末
寺
番
帳
』
年
未
詳
1
月
1
日
上
宮
寺
作
成
。
上
宮
寺
御
番
に
つ
い
て
相
違
が
な
い
よ
う
に
書
き
留
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。
A
　
196
【
史
料
十
三
】
『
別
本
如
光
弟
子
帳
』
（
上
宮
寺
末
寺
鏡
）
年
月
日
未
詳
慶
長
九
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
教
祐
筆
、
真
祐
加
筆
。『
如
光
弟
子
帳
』
を
増
補
改
訂
し
た
内
容
で
あ
る
。
A
　
197
【
史
料
十
四
】
『
貞
享
四
年
東
本
願
寺
宗
上
宮
寺
末
寺
手
形
帳
』
貞
享
4
（
1687）
年
6
月
2
日
三
河
国
内
に
お
け
る
上
宮
寺
の
末
寺
道
場
・
坊
主
衆
の
把
握
が
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。
B
　
160
＊
出
典
　【
史
料
一
～
四
】【
史
料
六
～
十
三
】
…
『
新
編
岡
崎
市
史
6
史
料
古
代
中
世
』（
岡
崎
市
、
1983年
）＝
A
　
　
　
　【
史
料
十
四
】
…
『
新
編
岡
崎
市
史
8
史
料
近
世
下
』（
岡
崎
市
、
1985年
）＝
B
　
　
　
　【
史
料
五
】
…
『
愛
知
県
史
12資
料
編
織
豊
2
』（
愛
知
県
、
2007年
）＝
C
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第三十八号
五八
表
2
如
光
弟
子
帳
天
正
15年
上
宮
寺
割
付
帳
天
正
17年
上
宮
寺
末
寺
連
判
帳
天
正
19年
上
宮
寺
末
寺
連
署
書
状
写
天
正
19年
上
宮
寺
末
寺
帳
慶
長
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
慶
長
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
写
慶
長
9
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
慶
長
11年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
元
和
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
元
和
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
上
宮
寺
末
寺
番
帳
別
本
如
光
弟
子
帳
貞
享
4
年
東
本
願
寺
宗
上
宮
寺
末
寺
手
形
帳
〔
寺
院
名
〕【
地
名
】
ア
カ
ツ
ノ
一
シ
キ
〇
 30
〇
赤
羽
根
　
　
ア
カ
ハ
ネ
〇
 46
〇
了
空
〇
了
空
〇
足
助
岩
崎
　
　
あ
す
け
い
わ
さ
き
〇
 40
〇
井
谷
　
　
い
か
い
〇
 58
〇
池
田
　
　
い
け
だ
〇
 25
〇
磯
部
　
　
い
そ
べ
〇
 14
〇
祐
専
（
三
百
文
）
〇
西
教
寺
牛
田
　
　
う
し
だ
〇
 19
〇
（
・
四
百
文
）
〇
了
円
〇
了
円
〇
了
正
〇
了
円
〇
了
正
（
〇
了
正
）
（
〇
了
正
）
〇
〇
〇
西
教
寺
祖
母
居
屋
敷
　
　
う
ば
や
し
き
〇
 37
〇
務
女
　
　
う
ね
め
〇
 51
〇
東
円
坊
江
田
・
恵
田
　
　
え
た
・
ゑ
た
〇
 53
〇
（
四
百
文
）
〇
東
円
坊
〇
東
円
坊
〇
東
円
坊
－
祐
可
（
〇
東
円
坊
）
（
〇
東
円
坊
）
〇
〇
大
嶋
　
　
お
お
し
ま
〇
 24
〇
安
受
寺
大
友
　
　
お
お
と
も
〇
 2
〇
（
壱
貫
文
）
〇
尊
誓
〇
玉
専
坊
〇
玉
専
寺
〇
尊
乗
〇
玉
専
坊
－
尊
乗
〇
玉
専
坊
－
尊
乗
〇
尊
乗
・
祐
知
（
〇
尊
乗
）
（
〇
尊
乗
）
〇
〇
〇
安
受
寺
本
伝
寺
大
浜
　
　
お
お
は
ま
〇
 5
〇
願
成
寺
・
智
慶
〇
智
慶
・
順
慶
〇
智
慶
・
西
忍
〇
知
慶
〇
「
つ
じ
」
？
〇
〇
本
伝
寺
願
成
寺
大
浜
　
　
お
お
は
ま
〇
 11
〇
〇
「
上
州
た
て
は
や
し
」
〇
願
成
寺
－
了
性
〇
風
呂
之
下
〇
風
呂
之
下
〇
風
呂
之
下
〇
「
大
浜
風
呂
之
下
」「
張
間
（
播
磨
）
ヒ
メ
ジ
」
縁
盛
寺
大
平
　
　
お
お
ひ
ら
〇
 13
〇
西
蔵
坊
（
弐
貫
四
百
文
）
〇
西
蔵
坊
〇
西
蔵
坊
〇
西
蔵
坊
〇
西
蔵
坊
－
専
了
〇
西
蔵
坊
（
〇
西
蔵
坊
）
（
〇
西
蔵
坊
）
〇
〇
縁
盛
寺
専
福
寺
岡
崎
　
　
お
か
ざ
き
〇
 47
〇
祐
欽
〇
祐
欽
〇
専
福
寺
〇
祐
欽
〇
専
福
寺
－
祐
心
〇
専
福
寺
－
祐
心
・
祐
珍
（
〇
専
福
寺
）
（
〇
専
福
寺
）
〇
〇
専
福
寺
西
円
寺
・
円
勝
寺
・
唯
心
寺
奥
郡
野
田
・
田
原
野
田
・
野
田
　
　
お
く
の
こ
お
り
の
だ
・
た
は
ら
の
だ
・
の
だ
〇
 60
〇
誓
忍
（
弐
貫
四
百
文
）
〇
宮
内
〇
西
円
寺
〇
西
円
寺
〇
誓
忍
〇
西
円
寺
－
誓
忍
西
円
寺
－
誓
忍
（
○
西
円
寺
）
（
○
西
円
寺
）
〇
〇
西
円
寺
・
円
勝
寺
・
唯
心
寺
上宮寺門徒団史料の基礎的考察
五九
尾
崎
　
　
お
ざ
き
〇
 22
〇
西
円
〇
順
光
〇
順
光
〇
鴛
沢
・
押
沢
　
　
お
し
さ
わ
〇
 27
〇
道
了
〇
道
了
〇
道
了
〇
河
崎
　
　
か
わ
さ
き
〇
 50
〇
河
口
　
　
か
わ
ぐ
ち
〇
 35
〇
木
瀬
　
　
き
せ
〇
 43
〇
知
誓
寺
越
田
和
・
冨
田
村
　
　
　
　
こ
い
だ
わ
・
と
み
だ
む
ら
〇
 29
〇
祐
円
〇
明
覚
坊
〇
明
覚
坊
〇
明
覚
坊
－
祐
円
〇
明
了
（
〇
明
覚
坊
）
（
〇
明
覚
坊
）
〇
〇
知
誓
寺（
冨
）
浄
専
寺
小
嶺
・
小
峯
　
　
こ
み
ね
〇
 36
〇
教
専
〇
教
専
〇
祐
専
〇
教
専
〇
教
専
〇
〇
○
浄
専
寺
円
行
寺
坂
崎
　
　
さ
か
ざ
き
〇
法
蔵
坊
7
・
8
・
9
〇
（
壱
貫
四
百
文
）
〇
順
恵
〇
法
蔵
坊
・
教
順
・
順
恵
〇
法
善
寺
〇
慶
順
〇
慶
順
・
法
蔵
坊
－
暁
願
・
順
恵
法
蔵
坊
－
暁
波
（
〇
け
う
は
）
（
〇
け
う
は
）
〇
〇
〇
円
行
寺
左
桐
　
　
さ
ぎ
り
〇
 28
〇
浄
慶
寺
・
正
福
寺
佐
々
木
　
　
さ
さ
き
〇
　
1
　
三
箇
所
〇
恵
春
・
修
伝
〇
浄
教
坊
・
徳
蔵
坊
（
〇
恵
春
・
修
伝
）
（
〇
恵
春
・
修
伝
）
〇
〇
浄
慶
寺
・
西
福
寺
’正
福
寺
）
サ
フ
シ
キ
〇
 45
〇
下
河
口
　
　
し
も
か
わ
く
ち
〇
 57
〇
大
門
　
　
だ
い
も
ん
〇
 49
〇
祐
心
〇
祐
心
〇
祐
心
〇
鷹
落
・
高
落
　
　
た
か
お
ち
〇
 48
〇
誓
念
〇
〇
誓
念
〇
専
修
坊
鷹
取
・
高
取
　
　
た
か
と
り
〇
専
修
坊
 
4
〇
専
修
坊
（
弐
貫
四
百
文
）
〇
祐
念
〇
専
修
坊
〇
専
修
坊
〇
祐
念
〇
専
修
坊
－
祐
念
専
修
坊
－
祐
念
〇
祐
念
・
専
修
坊
－
民
部
（
〇
専
修
坊
）
（
〇
専
修
坊
）
〇
〇
専
修
坊
高
橋
竹
尾
　
　
た
か
は
し
た
け
う
〇
 39
〇
西
雲
寺
高
村
・
竹
村
　
　
た
か
む
ら
・
た
け
む
ら
〇
 18
〇
（
・
四
百
文
）
〇
西
林
〇
祐
順
〇
西
教
坊
〇
祐
順
〇
祐
順
〇
祐
順
（
○
祐
順
）
（
○
祐
順
）
〇
〇
〇
西
雲
寺
竹
尾
　
　
た
け
う
〇
 56
〇
清
通
寺
竹
見
・
滝
見
・
鷹
見
村
　
　
た
け
み
・
た
き
み
〇
　
26　
三
箇
所
〇
明
慶
〇
明
慶
〇
専
正
坊
〇
明
慶
〇
明
慶
〇
明
慶
〇
〇
〇
清
通
寺
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十八号
六〇
長
照
寺
田
代
　
　
た
し
ろ
〇
 54
〇
順
西
〇
祐
西
〇
長
円
寺
〇
祐
西
〇
祐
西
〇
祐
西
（
〇
祐
西
）
（
〇
祐
西
）
〇
〇
長
照
寺
俊
賀
利
・
渡
刈
　
　
と
か
り
〇
 52
〇
長
沢
　
　
な
が
さ
わ
〇
 16
〇
了
西
〇
了
心
・
了
西
〇
□
西
（
了
西
カ
）
〇
了
西
〇
了
西
〇
〇
長
瀬
　
　
な
が
せ
〇
 20
〇
順
光
〇
祐
智
〇
中
山
　
　
な
か
や
ま
〇
 34
〇
光
善
寺
新
堀
　
　
に
い
ほ
り
〇
 59
〇
素
鉄
〇
素
鉄
〇
〇
光
善
寺
応
仁
寺
・
栄
願
寺
・
康
順
寺
西
端
・
西
畠
　
　
に
し
は
た
〇
 
3
　
計
二
箇
所
〇
（
・
壱
貫
五
百
十
六
文
）
浄
西
（
百
文
）・
祐
唯（
四
百
文
）
〇
祐
明
〇
祐
明
・
指
春
〇
隠
居
所
・
祐
明
坊
・
康
順
〇
祐
明
〇
祐
明
・
指
春
〇
御
隠
居
所
・
指
春
・
祐
明
（
〇
祐
明
）
（
〇
祐
明
）
〇
〇
栄
願
寺
・
康
順
寺
ノ
カ
イ
〇
 44
〇
ヒ
カ
シ
ト
ツ
ラ
〇
 32
〇
広
瀬
　
　
ひ
ろ
せ
〇
 38
〇
明
覚
坊
（
壱
貫
四
百
文
）
〇
宗
善
〇
宗
善
〇
願
力
寺
古
井
　
　
ふ
る
い
〇
 10
〇
（
・
四
百
文
）
〇
寿
専
〇
寿
専
〇
専
心
〇
寿
専
〇
寿
専
〇
専
心
〇
専
心
（
〇
専
心
）
（
〇
専
心
）
〇
〇
〇
願
力
寺
ホ
ウ
ノ
ツ
〇
 42
〇
順
行
寺
細
川
・
細
河
　
　
ほ
そ
か
わ
〇
 55
〇
（
九
百
五
十
文
）
重
正
（
二
百
文
）
〇
祐
伝
〇
重
正
・
祐
伝
〇
祐
専
寺
・
重
正
〇
祐
伝
・
重
正
〇
祐
伝
〇
重
正
・
祐
伝
（
〇
重
正
・
祐
伝
）
（
〇
重
正
・
祐
伝
）
〇
重
正
〇
〇
順
行
寺
松
興
寺
松
峯
　
　
ま
つ
み
ね
〇
 41
〇
道
欽
〇
道
欽
〇
道
欽
〇
〇
道
場
ミ
ウ
チ
タ
イ
ラ
〇
 31
〇
ミ
ツ
ク
リ
〇
 33
〇
村
高
　
　
む
ら
た
か
〇
 23
〇
西
照
寺
矢
作
　
　
や
は
ぎ
〇
 12
〇
秀
了
〇
秀
了
〇
秀
了
〇
秀
了
〇
秀
了
〇
〇
矢
作
宿
之
道
場
山
中
　
　
や
ま
な
か
〇
 15
〇
祐
源
〇
祐
堅
〇
祐
源
（
〇
祐
賢
）
〇
祐
堅
〇
祐
堅
〇
祐
堅
（
〇
祐
源
）
（
〇
祐
源
）
〇
〇
吉
浜
　
　
よ
し
は
ま
〇
 6
〇
正
観
〇
教
伝
〇
〇
円
楽
寺
若
林
　
　
わ
か
ば
や
し
〇
 17
〇
（
・
四
百
文
）
〇
法
順
〇
法
順
〇
教
願
〇
法
順
〇
慶
忍
〇
〇
〇
〇
〇
円
楽
寺
鷲
田
　
　
わ
し
だ
〇
 21
〇
哥
了
〇
恵
了
〇
上宮寺門徒団史料の基礎的考察
六一
正
法
寺
赤
坂
　
　
あ
か
さ
か
〇
（
四
百
文
）
〇
了
心
〇
了
心
〇
了
心
〇
了
心
（
〇
了
心
）
（
〇
了
心
）
〇
〇
正
法
寺
（
筑
後
）
ち
く
こ
〇
（
四
百
文
）
願
随
寺
鷲
塚
　
　
わ
し
づ
か
〇
（
三
百
文
）
〇
順
慶
〇
長
徳
寺
〇
順
慶
〇
順
慶
〇
順
慶
〇
順
慶
〇
順
教
長
興
寺
保
久
　
　
ほ
っ
き
ゅ
う
〇
（
四
百
文
）
〇
祐
智
〇
西
円
〇
順
念
寺
舞
木
　
　
ま
い
き
〇
〇
（
四
百
文
）
〇
順
念
寺
浄
覚
寺
宮
口
　
　
み
や
ぐ
ち
〇
（
壱
貫
文
）
〇
了
念
・
祐
教
〇
浄
覚
寺
〇
祐
教
〇
了
念
・
祐
教
〇
了
念
（
〇
了
念
）
（
〇
了
念
）
〇
〇
浄
覚
寺
吉
田
・
牛
久
保
　
　
よ
し
だ
・
う
し
く
ぼ
〇
順
西
（
四
百
文
）
〇
正
行
寺
・
順
西
（
牛
）
〇
正
行
寺
・
順
西
〇
正
行
寺
・
順
西
（
牛
）
〇
順
西
・
尊
秀
〇
〇
直
参
分
（
壱
貫
二
百
文
）
〇
尾
張
分
（
四
貫
文
）
〇
念
秀
（
二
百
文
）
〇
祐
智
（
四
百
文
）
法
泉
寺
岡
・
岡
村
　
　
お
か
〇
教
円
〇
教
円
〇
法
専
寺
〇
教
円
〇
教
円
〇
教
円
〇
教
円
〇
〇
〇
法
泉
寺
入
覚
寺
御
馬
　
　
お
ん
ま
〇
順
恵
〇
順
恵
〇
西
法
寺
〇
順
恵
〇
順
恵
〇
〇
〇
入
覚
寺
生
田
　
　
し
ょ
う
だ
〇
順
教
（
三
百
文
）
〇
教
順
〇
順
教
〇
教
順
〇
順
教
〇
順
教
〇
教
順
〇
祐
順
（
〇
教
順
）
〇
慶
順
寺
下
教
会
寺
谷
下
　
　
て
ら
や
き
〇
空
了
〇
空
了
〇
空
了
〇
空
了
〇
宮
了
〇
〇
道
場
正
願
寺
合
歓
木
　
　
ね
む
の
き
〇
〇
正
願
寺
（
壱
貫
五
百
十
六
文
）
〇
尊
教
〇
尊
教
〇
正
願
寺
〇
尊
教
〇
尊
教
〇
正
願
寺
－
尊
了
〇
正
願
寺
（
〇
正
願
寺
）
（
〇
正
願
寺
）
〇
正
願
寺
正
光
寺
浅
井
　
　
あ
さ
い
〇
了
可
〇
了
順
〇
了
正
（
〇
慶
順
）
〇
安
城
　
　
あ
ん
じ
ょ
う
〇
宗
念
〇
宗
念
〇
尊
了
市
田
　
　
い
ち
た
〇
光
空
〇
正
珍
〇
光
空
〇
〇
〇
〇
教
□
明
円
寺
一
色
　
　
い
っ
し
き
〇
大
念
〇
大
念
○
明
円
寺
教
恩
寺
歌
石
・
哥
石
　
う
た
い
し
〇
正
西
〇
正
西
〇
正
西
〇
教
恩
寺
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十八号
六二
等
順
寺
大
沼
　
　
お
お
ぬ
ま
〇
祐
願
〇
祐
願
〇
祐
願
〇
祐
願
〇
等
順
寺
大
の
ま
　
　
お
お
の
ま
〇
教
伝
〇
教
伝
安
福
寺
鴛
鴨
　
　
お
し
か
も
〇
和
泉
〇
安
福
寺
法
光
寺
？
欠　
　
か
け
〇
了
伝
〇
了
伝
〇
了
伝
〇
〇
筒
針
　
　
つ
つ
は
り
〇
正
誓
〇
正
誓
〇
正
誓
〇
〇
道
場
正
道
寺
竜
泉
寺
・
龍
泉
寺
　
　
り
ゅ
う
せ
ん
じ
〇
祐
喜
〇
明
玄
寺
〇
祐
喜
〇
源
明
（
〇
源
明
）
（
〇
源
明
）
〇
源
明
〇
正
道
寺
渡　
　
わ
た
り
〇
智
慶
〇
智
慶
〇
智
慶
〇
順
正
〇
〇
〇
道
場
西
応
寺
神
戸
・
青
津
村
　
　
か
ん
べ
・
あ
お
づ
む
ら
〇
「
の
だ
西
円
寺
下
」
〇
念
西
〇
西
応
寺（
青
）
龍
泉
寺
田
原
　
　
た
は
ら
〇
「
の
だ
西
円
寺
下
」
〇
教
願
〇
龍
泉
寺
礼
善
寺
莇
生
村
　
　
あ
ざ
ぶ
む
ら
〇
礼
善
寺
専
超
寺
今
村
　
　
い
ま
む
ら
〇
専
超
寺
満
徳
寺
堤
村
　
　
つ
つ
み
む
ら
〇
満
徳
寺
光
円
寺
八
町
　
　
は
っ
ち
ょ
う
〇
光
円
寺
唯
念
寺
日
名
村
　
　
ひ
な
む
ら
〇
唯
念
寺
春
林
寺
福
桶
村
　
　
ふ
く
お
け
む
ら
〇
秀
悦
如
光
弟
子
帳
天
正
15年
上
宮
寺
割
付
帳
天
正
17年
上
宮
寺
末
寺
連
判
帳
天
正
19年
上
宮
寺
末
寺
連
署
書
状
写
天
正
19年
上
宮
寺
末
寺
帳
慶
長
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
慶
長
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
写
慶
長
9
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
慶
長
11年
末
寺
連
判
状
元
和
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
元
和
2
年
上
宮
寺
末
寺
連
判
状
上
宮
寺
末
寺
番
帳
別
本
如
光
弟
子
帳
貞
享
4
年
東
本
願
寺
宗
上
宮
寺
末
寺
手
形
帳
＊
如
光
弟
子
帳
・
天
正
十
九
年
末
寺
帳
に
関
し
て
は
三
河
国
の
末
寺
道
場
に
限
る
。
